
 

 

日本 OP 第 5-20-09 号 

2020 年度 第 3 回日本オプティミストディンギー協会 理事会 議事録 

 

[日時] 2020 年 5 月 30 日（土）10:00～16:00 

[場所] 電子会議（ＺＯＯＭ利用） 

[出席] 濱本理事長、占部副会長、髙山副理事長、松尾副理事長、中村理事、山田理事、青野理事、 

飯島理事、本多理事、菅澤理事、西村理事、村松理事、安永理事、秋山監事、檜皮監事 

議長：濱本理事長、議事録：中村理事、確認：青野理事、飯島理事 

 

１．議事に先立ち、濱本理事長から開会挨拶があり、議事録作成者と確認者を決定して審議を実施した。 

２.前回議事録の確認が行われた。 

３.議案 

１） 総務委員会 

① 事務局議案(高山副理事長) 

・2020 年度の登録状況(5/29 現在)が報告された 

 クラブ数：40  （前年度 46、前年差-6） 

 選手会員：293 （前年度 325、前年差-32） 

 オペスタ：160 （前年度 171、前年差-11） 

・JSAF 関係 

イベント主催保険の継続加入 

事業年間計画が確認されたので JSAF に提出する 

②会計議案(飯島理事) 

  ・19 年度決算報告書、監査報告書及び 20 年度予算書を確認した 

③広報議案(青野理事)→なし 

④国際事務局議案(西村理事)：国際派遣の現状について報告があった   

⑤協賛議案(菅澤理事)：コロナ禍による事業への影響において、やり方の工夫や情報の共有を 

図りながら運営に取組んでいる状況をオフィシャルパートナー（フォーシーズ様）に 

お伝えし、共有の感謝と、協会・選手への自愛の言葉を頂いている。 

２）レース委員会(松尾副理事長) 

①2 次選考会参加者へのアンケート結果の報告があった 

  ・陸上及び海上でのオペレーション、運営について細かな点の指摘はあったが概ね好評であった 

  ・今後継続して審議していく課題としては大会の日程、計測の時間、情報の公開方法、 

海上無線の共有化、最大レース数など 

②新型コロナウィルスの影響による JODA 主催レース開催検討について 

・すでに公表されている開催の判断基準に「移動制限が発令されていないこと」を付加する 

・6 月末に判断し、7 月初旬に公示する方針を再度確認した 

・新型コロナウィルス対策状況、学校の状況地方レースや他団体レースの実施状況を確認、 

・学校の夏休みは短縮して 8/8～16 と～23 のところがある。基本的に現状部活はまだ中止 

・東西選手権：現在予定している日程（東 8/12-14、西 8/21-23）で開催が困難な場合 9/19-22 

のシルバーウィークが次候補。特に西は土曜日の登校日を考慮し 9/20-22 で既に調整中。 



 

 

・全日本：ハーバーが使用できるようになる時期と艇数次第、年末年始も候補としておく 

・NT 選考会：現状開催地候補なし、全日本の日程の影響で流動的 

・チームレース：東西選手権の後で東西の日程を優先させる 

③2020 IODA 世界選手権 

・ガルーダが辞退したため代替地を公募しており日本での開催が可能か検討した 

資金面：試算の結果 20,000(千円)以上の協賛金が必要だが、この状況下で集金は困難と予想 

マンパワー：東西選手権、全日本の開催がまず優先されるべきであり同時進行は困難 

日程：2020 年中に開催する必要があるが準備期間が足りない。 

以上を考慮して今回立候補は不可能との結論に至った。 

ただしオリンピックの数年後にワールド、アジア選手権の開催は継続検討する。 

   ④大会開催地の公募状況 

・2021 年 NT 選考会：2020 年 3 月末締め切りも候補地なし 

・第 53 回全日本選手権：2020 年 6 月末までに 9 月末締め切りで公示予定 

・開催地の負担軽減の検討：立候補してもらいやすくするための案件を継続検討する 

３）強化海外派遣委員会(西村理事) 

  ・NT 合宿の中止とそれによる ZOOM 認定式の報告 

・国際レースがコロナウイルスの影響による日程変更の状況報告 

・アジアビーチゲームズ (2020.11.28 ～ 12.6)  開催地 : 中国 三亜(サンア) 

  ＳＡＦよりレース案内有り、追加情報待ち 

   正式な案内があれば、 ＪＳＡＦ側は 7月 18～19 日に開催予定の JOC 和歌山にて 

   選考を行いたいとの意向 

４）普及育成委員会(山田理事) 

・パンフレット作成の件 

ボートショーで配布予定であったパンフレットのデザイン料を支払うことが了承された 

当面具体的な用途があるまで印刷はしない 

版の変更が可能であれば協賛のロゴを入れて誰でも使えるようにし HP に UP する 

・海洋プラスチックごみ削減活動 

引き続きピリカの普及活動を継続する 

５）テクニカル委員会（村松理事） 

 ・東西選手権、全日本、NT 選考会の日程が不確定ではあるが対応できるようにする予定 

 ・新ルール変更に合わせて 1月～3月の管に計測講習を開催予定(今年中の開催はない) 

６）法人化検討(濱本理事長) 

・一般社団法人化に向けて定款(案)の提示があった 

 事務所をどこにするかが大きな課題→フォーシーズ殿に相談してみる 

・次回までに各理事で内容を確認しておく(他の団体のとも比較する) 

・今後の日程としては全日本後に登記したい 

 

次回理事会 

第４回理事会を 2020 年 6 月 27 日に同じく ZOOM 会議にてに行うこととした。 

以 上  


